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(54)【発明の名称】 内視鏡用クリップ装置

(57)【要約】
【課題】滅菌パックに入れられたクリップ爪ユニット
が、シース部の先端部分に取り付けられるまでの間に不
注意な取り扱いをされても変形せず、使用の必要が生じ
たときに確実に使用することができる内視鏡用クリップ
装置を提供すること。
【解決手段】内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱され
るシース部２０の先端部分に取り付けて使用されるクリ
ップ爪ユニット１０を、使用前においては、ユニット単
体の状態で保護部材５０内に収容して、開封可能な滅菌
パック１内に封入した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱され
るシース部の先端部分に取り付けて使用されるクリップ
爪ユニットを、使用前においては、ユニット単体の状態
で保護部材内に収容して、開封可能な滅菌パック内に封
入したことを特徴とする内視鏡用クリップ装置。
【請求項２】上記保護部材が筒状の部材である請求項１
記載の内視鏡用クリップ装置。
【請求項３】上記筒状の保護部材がその内側に収容され
た上記クリップ爪ユニットに対して軸線方向に移動自在
である請求項２記載の内視鏡用クリップ装置。
【請求項４】上記シース部側の部材に係合される連結用
ワイヤが上記クリップ爪ユニットに連結されていて、上
記連結用ワイヤが、上記筒状の保護部材に形成されたす
り割りの間に挟持された状態で上記保護部材の外側に導
出されている請求項２又は３記載の内視鏡用クリップ装
置。
【請求項５】上記クリップ爪ユニットが、開閉自在な複
数のクリップ爪と、上記複数のクリップ爪の基端寄り部
分の間に配置されたクリップ芯金と、上記複数のクリッ
プ爪の基端に連結された連結用ワイヤと、上記クリップ
を強制的に閉じた状態に保持するためのクリップ閉じリ
ングとを含んでいる請求項１、２、３又は４記載の内視
鏡用クリップ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルを通して止血処置やマーキング等を行う
ために、先端に配置されたクリップ爪が強制的に閉じら
れた状態で体内に留置される内視鏡用クリップ装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用クリップ装置は、体内に留置さ
れるクリップ爪ユニットが、内視鏡の処置具挿通チャン
ネルに挿脱されるシース部の先端部分に取り付けて使用
される構成になっており、粘膜面に食い付く状態になる
クリップ爪ユニットは滅菌処理をしておく必要がある。
【０００３】ただし、使用準備作業の毎にクリップ爪ユ
ニットを滅菌していたのでは非常に煩雑なことになるの
で、クリップ爪ユニットを単体で滅菌パック内に封入し
て、使用の際に滅菌パックから取り出して使用するよう
にしている（特開２０００－３３５６３１）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、そのような従
来の内視鏡用クリップ装置においては、クリップ爪ユニ
ットがそのままの状態で単純に滅菌パック内に封入され
ているので、取り扱いの不注意等によって外力が加わる
と、クリップ爪が変形して使用できなくなってしまう場
合がある。
【０００５】そこで本発明は、滅菌パックに入れられた
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クリップ爪ユニットが、シース部の先端部分に取り付け
られるまでの間に不注意な取り扱いをされても変形せ
ず、使用の必要が生じたときに確実に使用することがで
きる内視鏡用クリップ装置を提供することを目的とす
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用クリップ装置は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿脱されるシース部の先端部分に取り
付けて使用されるクリップ爪ユニットを、使用前におい
ては、ユニット単体の状態で保護部材内に収容して、開
封可能な滅菌パック内に封入したものである。
【０００７】なお、保護部材が筒状の部材であってもよ
く、その場合に、筒状の保護部材がその内側に収容され
たクリップ爪ユニットに対して軸線方向に移動自在であ
るとよい。
【０００８】また、シース部側の部材に係合される連結
用ワイヤがクリップ爪ユニットに連結されていて、その
連結用ワイヤが、筒状の保護部材に形成されたすり割り
の間に挟持された状態で保護部材の外側に導出されてい
てもよい。
【０００９】なお、クリップ爪ユニットが、開閉自在な
複数のクリップ爪と、複数のクリップ爪の基端寄り部分
の間に配置されたクリップ芯金と、複数のクリップ爪の
基端に連結された連結用ワイヤと、クリップを強制的に
閉じた状態に保持するためのクリップ閉じリングとを含
んでいてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２はクリップ爪ユニット１０を示してお
り、バネ用ステンレス鋼板材等によって形成された例え
ば三本のクリップ爪１１が、放射状に開閉自在に均等の
間隔（即ち略１２０°間隔）で配置されて、基端部１１
ａにおいて一体的に連結されている。図２にはクリップ
爪１１が閉じた状態が図示されている。
【００１１】クリップ爪１１の基端部１１ａ寄りの部分
には、三つのクリップ爪１１の内側にクリップ芯金１２
が配置されている。クリップ芯金１２は、後述する図６
にも示されるように先側が径の細い段付きの円柱状に形
成されていて、クリップ爪１１部分に波状に形成された
開閉駆動部１１ｂの内側に配置されている。
【００１２】また、クリップ爪１１の基端部１１ａに
は、クリップ爪１１を後方に引っ張るための連結用ワイ
ヤ１３が連結されている。連結用ワイヤ１３は端部どう
しが結び合わされて環状に形成されている。
【００１３】クリップ爪１１の基端部１１ａの外面には
クリップ閉じリング１４が被嵌されていて、クリップ閉
じリング１４をクリップ爪１１の前方に移動させて内部
に開閉駆動部１１ｂを引き込むと、クリップ芯金１２と
の関係によって三つのクリップ爪１１が開いた後閉じる
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ように動作する。
【００１４】このように構成されたクリップ爪ユニット
１０は、ユーザーに対して出荷される際には、図１に示
されるように、外縁部に沿って形成された封止部１ａに
おいて密閉された滅菌パック１内に封入されている。１
ｂは、封止部１ａの開封端である。
【００１５】ただし、クリップ爪ユニット１０は滅菌パ
ック１内にそのままの状態で配置されているのではな
く、例えば四フッ化エチレン樹脂チューブ等のような合
成樹脂製又は金属製の筒状部材からなる両端が開放され
た保護部材５０内に収容されて、その保護部材５０と共
に滅菌された状態で滅菌パック１内に封入されている。
【００１６】したがって、滅菌パック１に収容された状
態のクリップ爪ユニット１０は、ある程度不注意な取り
扱いをされても変形、損傷等が発生しない。連結用ワイ
ヤ１３は、保護部材５０に形成されたすり割り５１の間
に挟持された状態で、滅菌パック１内において保護部材
５０の外側に導出されている。
【００１７】このように、滅菌パック１内に封入された
クリップ爪ユニット１０を使用する際には、図３に示さ
れるように、指先等で開封端１ｂを摘んで滅菌パック１
を開封し、保護部材５０内に収容された状態のクリップ
爪ユニット１０を滅菌パック１から取り出して、図４に
示されるように、保護部材５０のすり割り５１から延出
している連結用ワイヤ１３をシース部２０のワイヤ連結
フック２４に係合させる。
【００１８】図４に示されるように、シース部２０は、
例えば保護部材５０と同程度の径に形成された可撓性チ
ューブ２１内に、軸線方向に進退自在にリング受けコイ
ル２２が挿通配置され、その軸線位置に進退自在に配置
された操作ワイヤ２３の先端にワイヤ連結フック２４が
取り付けられた構成になっている。リング受けコイル２
２の先端には、クリップ閉じリング１４を受けるための
リング受け筒２５が取り付けられている。
【００１９】次いで、図５に示されるように、シース部
２０の基端側に設けられている図示されていない操作部
において操作ワイヤ２３を牽引操作して連結用ワイヤ１
３をリング受けコイル２２内に引き込み、それと同時に
保護部材５０をリング受けコイル２２に被嵌して行く。
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【００２０】そして、図６に示されるように、操作部側
から可撓性チューブ２１を前方へ移動させれば、保護部
材５０が可撓性チューブ２１によって押し出されてクリ
ップ爪１１から外れ、使用準備状態になる。したがっ
て、保護部材５０は少なくとも後端部が開放されていれ
ばよい。
【００２１】
【発明の効果】本発明によれば、内視鏡の処置具挿通チ
ャンネルに挿脱されるシース部の先端部分に取り付けて
使用されるクリップ爪ユニットを、ユニット単体の状態
で保護部材内に収容して、開封可能な滅菌パック内に封
入したことにより、滅菌パックに入れられたクリップ爪
ユニットが、シース部の先端部分に取り付けられるまで
の間に不注意な取り扱いをされても変形する恐れがなく
なり、使用の必要が生じたときに確実に使用することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例のクリップ爪ユニットが滅菌パ
ック内に収容された状態の平面断面図である。
【図２】本発明の実施例のクリップ爪ユニットの平面断
面図である。
【図３】本発明の実施例の滅菌パックが開封されようと
している状態の平面図である。
【図４】本発明の実施例のクリップ爪ユニットがシース
部側に連結される際の動作を示す平面断面図である。
【図５】本発明の実施例のクリップ爪ユニットがシース
部側に連結される際の動作を示す平面断面図である。
【図６】本発明の実施例のクリップ爪ユニットがシース
部側に連結される際の動作を示す平面断面図である。
【符号の説明】
１  滅菌パック
１０  クリップ爪ユニット
１１  クリップ爪
１３  連結用ワイヤ
２０  シース部
２４  ワイヤ連結フック
５０  保護部材
５１  すり割り
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